
 9月27日㊊

※視聴のみ無料
15,000円

参加
申込み
詳細

Webセミナー主催：日本経済新聞社コンテンツユニット

講師

※お申し込みは20歳以上
　の方に限ります

ボトルワイン2本送付
送料・消費税込み

https://events.nikkei.co.jp/40891/　

申込み締切日：9月13日（月）

（ ）

開催
日時

参加費

ワインと料理の
ペアリング

小枝絵麻氏
ナパヴァレー・ヴィントナーズ
駐日代表、フード＆ワインス
ペシャリスト

講師

本田紀子氏
カリフォルニアプルーン
協会日本事務所 プログ
ラムディレクター

講師
ナパワインの
基礎知識

若下静氏
ナパヴァレー・ヴィントナーズ
マネージングディレクター、
J SAワインエキスパート

＜有料参加特典＞
●講師に直接質問できます。
●セミナー内で使用するワインをご登録いただいた住所に事前にお届けします。
●カリフォルニアプルーンとプルーンを使ったレシピ集もお届けします。
●セミナー当日のプレゼンテーションファイルを送付します。
●アーカイブ映像（限定公開）をご覧いただけます。

日経イベント＆セミナー 検索または

19:30～21:30予定

Web試飲会・赤白ワインボトル（ 2本）付き ※有料特典

昨年好評をいただいたWeb試飲会を本年も実施します。今回は、ワインについてのみならず、健康的
でサステナブルな取り組みが進むカリフォルニアスタイルの魅力もお伝えしていきます。初心者でも
楽しめるワイン講座、料理とのペアリングセミナーを通じて、ビジネスシーンや日々の暮らしを豊かに
する知識を学びませんか。厳選された赤ワイン・白ワイン（この2本をセミナーのなかで紹介します）
を配送いたしますので、ご自宅でテイスティングをお楽しみながら受講いただけます。

 2021年
Web
生配信

初歩から学ぶ  ナパワイン講座

カリフォルニアスタイルを味わう

ナパヴァレー・ヴィントナーズ（NVV）

アンナ・ブリテインさん

広 告

　コロナショックで人々の意識が変わるなか、サステナビリティー
（持続可能性）や品質へのこだわりを重視する「カリフォルニアスタイ
ル」が注目されている。気候変動や社会問題への取り組みといった
パーパス（存在意義）が問われるようになり、自分の価値観に合った
商品やブランドを選ぶ動きも広がっている。地域を挙げて環境保全
を推進するナパヴァレー・ヴィントナーズ（NVV）と健康なライフ
サポートを掲げるカリフォルニアプルーン協会の取り組みを聞いた。

持
続
性
あ
る
ワ
イ
ン
生
産
の
パ
イ
オ
ニ
ア
に

　米サンフランシスコ北部に位置するナパヴァレーの
550を超える生産者が加盟する非営利生産者団体。高品質
ワインの生産やブランドの向上に加え、多様なテロワール
（生産地の気候や土壌）を保全するために1960年代から環
境問題に取り組んでいる。
　ナパワインを世界的に有名にしたのは1976年にパリで
行われたブラインドテイスティング。当時は無名だったナ
パワインが最高級のフランスワインより高い評価を得て、
世界を驚かせた。生産量はカリフォルニア全体の４％なが
ら、世界的なプレミアムワインの生産地として知られてお
り、高級レストランやビジネスシーンで利用されることが
多い。

　

世
界
的
な
プ
レ
ミ
ア
ム
ワ

イ
ン
の
生
産
地
、
ナ
パ
ヴ
ァ

レ
ー
で
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

ー
の
認
証
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｎ

ａ
ｐ
ａ 
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
」
を
運
営

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ご

存
じ
の
よ
う
に
、
気
候
変
動

の
影
響
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

で
は
火
災
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
２
０
２
０
年
の
大
規
模

な
山
火
事
で
は
多
く
の
ワ
イ

ナ
リ
ー
が
被
害
を
受
け
ま
し

た
し
、
私
の
母
の
家
も
焼
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。
気
候
変

動
対
策
は
私
た
ち
の
活
動
の

重
要
な
目
的
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
と

は
何
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち

は
豊
か
な
自
然
を
守
る
こ
と
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
従
業
員
や
地

域
社
会
の
幸
せ
を
実
現
す
る

こ
と
、
誠
意
あ
ふ
れ
る
ビ
ジ

ネ
ス
に
努
め
る
こ
と
と
定
義

し
ま
し
た
。
ナ
パ
の
豊
か
な

自
然
環
境
を
保
全
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
社
会
問
題
へ
の

取
り
組
み
も
重
視
し
て
い
ま

す
。

　

ナ
パ
ワ
イ
ン
の
ボ
ト
ル
を

み
る
と
「
Ｎ
ａ
ｐ
ａ 

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ

ｎ
」
の
マ
ー
ク
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
が
私
た
ち
の
認
証
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
ワ
イ
ン
生
産

で
は
省
エ
ネ
や
節
水
、
廃
棄

物
の
削
減
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
深
刻
な
干
ば
つ
に
見

舞
わ
れ
て
い
る
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
で
は
、
再
生
型
農
業
で

土
壌
の
保
水
力
を
高
め
る
努

力
も
必
要
で
す
。
た
い
肥
や

カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
（
地
被
植

物
）
を
活
用
し
て
土
壌
の
改

良
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ナ
パ
に
は
約
90
の

認
定
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
あ
り
ま

す
。
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
の
生
産

量
で
ナ
パ
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
全
体
の
わ
ず
か
４
％
で
す

が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ワ
イ
ナ

リ
ー
の
数
で
は
40
％
に
の
ぼ

り
ま
す
。

　

小
さ
な
ナ
パ
郡
の
取
り
組

み
が
世
界
に
影
響
を
与
え
ら

れ
る
の
か
と
思
う
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。
し
か
し
私
た
ち

は
ナ
パ
ヴ
ァ
レ
ー
な
の
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す

る
生
産
地
が
必
死
に
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
取
り
組
ん

で
い
れ
ば
、
そ
の
動
き
は
世

界
に
波
及
し
ま
す
。
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
ワ
イ
ン
生
産
の
第

一
人
者
で
あ
り
た
い
、
そ
し

て
常
に
「
次
の
レ
ベ
ル
」
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
全
米

で
最
も
人
口
が
多
い
州
で
、

経
済
規
模
も
ト
ッ
プ
で
す
。

し
か
も
豊
か
な
環
境
や
生
物

の
多
様
性
に
恵
ま
れ
て
お
り
、

農
産
物
の
生
産
・
輸
出
も
盛

ん
で
す
。米
国
や
ほ
か
の
国
々

の
「
台
所
」
と
言
っ
て
も
い

い
で
し
ょ
う
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
プ
ル
ー

ン
は
こ
の
肥
沃
な
大
地
で
栽

培
さ
れ
る
プ
ラ
ム
か
ら
作
ら

れ
ま
す
。
ほ
か
と
は
違
い
、

樹
の
上
で
発
酵
す
る
こ
と
な

く
完
熟
す
る
品
種
で
す
。
こ

の
実
を
丁
寧
に
収
穫
し
、
乾

燥
さ
せ
る
と
、
自
然
な
う
ま

味
と
甘
味
、
か
す
か
な
酸
味

が
織
り
な
す
ユ
ニ
ー
ク
な
ド

ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
が
出
来
上
が

り
ま
す
。
私
た
ち
は
１
世
紀

以
上
に
わ
た
っ
て
、
常
に
世

界
最
高
品
質
の
プ
ル
ー
ン
を

生
産
し
て
き
ま
し
た
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
プ
ル
ー

ン
は
味
の
良
さ
だ
け
で
は
な

く
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、

抗
酸
化
物
質
、
食
物
繊
維
な

ど
の
栄
養
素
を
た
っ
ぷ
り
含

ん
で
い
ま
す
。
免
疫
シ
ス
テ

ム
を
保
持
す
る
た
め
の
ビ
タ

ミ
ン
B6
や
銅
、
骨
の
健
康
を

維
持
す
る
た
め
の
ビ
タ
ミ
ン

Ｋ
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
も
豊
富

で
す
。日
米
の
研
究
者
に
よ
っ

て
腸
や
心
臓
の
健
康
や
体
重

管
理
に
も
効
果
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
砂
糖

は
加
え
て
い
ま
せ
ん
し
、
脂

肪
分
や
塩
分
も
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
プ
ル
ー
ン
を
通
じ

て
「
Ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
ｙ 

Ｌ
ｉ

ｖ
ｉ
ｎ
ｇ
（
健
康
な
日
常
生

活
）」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

消
費
者
の
皆
さ
ん
に
送
り
続

け
て
い
ま
す
。　

　

日
本
は
10
年
以
上
に
わ
た
っ

て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
プ
ル
ー

ン
の
最
大
の
輸
出
市
場
で
あ

り
、
私
た
ち
は
日
本
の
皆
さ

ん
が
品
質
と
信
頼
性
を
重
視

す
る
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て

い
ま
す
。
大
学
や
研
究
機
関

と
連
携
し
て
自
然
な
栽
培
方

法
を
追
求
し
、
環
境
負
荷
が

小
さ
い
持
続
可
能
な
農
業
や

食
の
安
全
性
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
プ
ル
ー
ン

の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る
た

め
の
レ
シ
ピ
開
発
も
進
め
て

い
ま
す
。
日
本
の
皆
さ
ん
に

こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
品
質

が
高
い
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
プ

ル
ー
ン
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
創
造
的
な
努
力
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

NVV/Ｎapa Green エグゼクティブ・ディレクター

ドン・ズィーさん
カリフォルニアプルーン協会 会長

　1952年に設立され、約800の生産者を代表してカリ
フォルニアプルーンの販売促進やプロモーション、安全性
の確保に取り組んでいる。主な生産地は北カルフォルニア
のサクラメント渓谷およびサンホアキン渓谷。1800年代の
ゴールドラッシュの頃にフランスからプラムの株が持ち込
まれ、豊かな土壌と安定した日照が確保できるカリフォル
ニアで栽培が広がった。
　カリフォルニアは米国内のプルーンの99％、全世界の
40％を生産する一大産地に成長し、日本市場で流通する
プルーンの90％超はカリフォルニア産となる。高度な農業
技術や高品質の乾燥システムに加え、徹底した健康ライ
フサポートで独自の地位を築いている。

カリフォルニアプルーン協会

免
疫
や
骨
に
効
果
、
健
康
生
活
を
サ
ポ
ー
ト


